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■今月の表紙
学校に子どもたちの明るい笑顔が
戻ってきました！
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため
４月 21 日から臨時休業を行っていた市立
小中学校が、5 月 18 日に再開されました。
　１年生は、ごずっちょのランドセルカバー
を付けて元気に登校です。 【水原小学校】

学校再開！
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新型コロナウイルス感染症について

◎�感染が疑われる人
　次の症状がある人は、すぐに「帰国者・接
触者相談センター」へ相談してください。
①�息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、

高熱等の強い症状のいずれかがある
②��高齢者や基礎疾患のある人、妊婦などの重

症化しやすい人で、発熱や咳などの比較的
軽い風邪症状がある

③���発熱や咳など比較的軽い症状が続く（4 日
以上続く場合は必ず相談）

◎�症状がない人、どこに電話したらよいか迷った人

※�聴覚や言語に障がいのある人は、ＦＡＸ・
電子メールを利用してください。

　・Ⓕ 025‐282‐1640
　・ ngt130040@pref.niigata.lg.jp
◎最新情報については
　県ホームページ（https://www.
pref.niigata.lg.jp/sec/kikitaisaku/
shingata-corona.html）を確認して
ください。
問 �健 康 推 進 課 成 人 係　 ☎ 62‐2510            
（内線 2632）

「帰国者・接触者相談センター」（新発田保健所）
☎ 0254‐26‐9651

平日…午前 8時 30分～午後 5時 15分
土・日曜・祝日…午前 9時～午後 5時
※�夜間は警備員室につながり、担当者から折り返し連絡します。

「新潟県新型コロナウイルス感染症コールセンター」
☎ 025‐282‐1754（ダイヤルイン）
平日、午前 8時～午後 5時

▶ 市ホームページ
新型コロナウイルス
感染症関連情報

　新潟県では 5 月 14 日に緊急事態宣言が解除されましたが、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐために「新しい生活様式」を徹
底し、気を緩めないことが大切です。
　新しい生活様式は下記の実践例を参考に、一人一人が感染拡大を防
ぐために取り組みましょう。

新しい生活様式の実践例（抜粋）
まめに手洗い・手指消毒 こまめに換気咳エチケットの徹底

マスクを
着用する

ハンカチなどで
口・鼻を覆う

袖で
口・鼻を覆う

3密（密閉・密集・密接）の回避 毎朝の体温測定身体的距離の確保

2メートル

新型コロナウイルス対策のために
マスク・アルコール等 を 寄贈 いただきました
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不織布マスク
●安田温泉やすらぎ

　５月１日、安田温泉やすらぎの木村清栄代
表取締役が市役所を訪れ、「地域に貢献した
い」と不織布マスク 2 千枚を寄贈されました。
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新型コロナウイルス感染症の影響を受けた人へ

各種支援制度

�緊急小口資金（特例貸付）

▶ 休業・収入減少した人向け
対 �新型コロナウイルス感染症の影響により、休業

等で収入が減少し、緊急かつ一時的な生計維
持のための貸し付けを必要とする世帯

貸付額＝原則 10 万円以内
▶ 失業した人向け
対 �新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

収入の減少や失業等により生活に困窮し、
日常生活の維持が困難となっている世帯

貸付額＝ 2 人以上…月 20 万円以内、単身…月
15 万円以内（貸付期間は原則 3 か月以内）
問 �市社会福祉協議会　☎ 67‐9203

�上下水道料金の支払い猶予

対 �新型コロナウイルス感染症の影響により、
収入が減少しているなど、一時的に上下水
道料金の支払いが困難となった個人・法人

申 �上下水道局料金窓口または電話による相談
の後、申請書等を提出してください。

対象料金＝ 4 ～ 6 月分の水道料金と下水道使
用料
内 �通常の納付期限から最大 3 か月の支払いを

猶予します。
受付期限＝ 6 月 16 日（火）
問 �上下水道局 営業係　☎ 62‐2159

 �介護保険料・後期高齢者
医療保険料の納付相談

　新型コロナウイルス感染症の影
響により、一時的に保険料（税）
の納付が困難な人は、問い合わせ
てください。
問 �介護保険料について…高齢福祉

課 介護保険係　☎ 62‐2510（内
線 2122 ～ 2124、2126）

　 �後期高齢者医療保険料について
… 健 康 推 進 課 
後 期 高 齢 係　
☎62‐2510（内
線 2180）

▶ 納税の猶予（徴収猶予の特例制度）
　市税の徴収を 1 年間猶予します。
　（無担保・延滞金なし）
対 �次の全てに該当する納税者・特別徴収義務者
①�新型コロナウイルス感染症の影響により、2

月以降における任意の期間（1 か月以上）の
事業等に係る収入が、前年同期に比べ、おお
むね 20% 以上減少していること

②�一時に納付を行うことが困難であること
対象となる市税＝令和 2 年 2 月 1 日～令和 3 年
1 月 31 日が納期限のほぼ全ての税目
申 �令和 2 年 6 月30日または、納期限のいずれか遅

い日までに申請が必要です。令和 2 年 2 月1日
～ 6 月30日が納期限のものは、6 月30日まで
に申請してください。申請書、収入や現預金の状
況が分かる資料を提出ください。

問 �税務課 収税係　☎ 62‐2510（内線 2667、
2669、2681）

▶ 国民健康保険税の減免
　新型コロナウイルス感染症の影響により、主
な生計維持者の収入が一定程度減少した世帯は、
減免が受けられる場合があります。
問 �税務課 市民税係　☎ 62‐2510（内線 2664

～ 2666）

 納税の猶予・減免

▶ 郵送による申請
　申請書類は、令和２年 4 月27 日現在で阿賀野市
に住民登録のある人の世帯に5月11日発送しました。
　申請書類に必要事項を記入し、次の添付書類
を同封の上、返信してください。
添付書類＝①申請者（世帯主）の本人確認書類

（運転免許証・健康保険証・年金手帳等のコピー）、
②振込先口座の確認書類（通帳またはキャッシュ
カードのコピー）カナ氏名等が分かるもの
▶ オンラインによる申請
　マイナンバーカードを持っている
世帯主は、マイナポータル（https://
myna.go.jp）から申請できます。
添付書類＝申請者（世帯主）の振込先口座が確
認できる画像　※マイナポータルからアップ
ロードしてください。

▶ 共通事項
　世帯分の給付金をまとめて指定口座に振り込みます。
申請締切＝８月 10 日（月・祝）
▶ 相談窓口を設置しています
日 �平日、午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
場 �市役所 1 階「第 1 多目的ホール」
問 �特別定額給付金室　☎ 62‐1760

 特別定額給付金

▶ 給付金を装った詐欺に注意してください！
　特別定額給付金の給付のために、市役所や
総務省などが ATM の操作をお願いすること
や、手数料の振り込みを求めることは絶対に
ありません。
　不審な電話や郵便、メールなどがあった場合
は、市役所市民生活課相談係（☎ 62-2510）
や阿賀野警察署（☎ 63-0110）、警察相談専
用電話（☎ #9110）に連絡してください。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、収
入源となる業務の喪失や売り上げの減少などが
生じて所得が相当程度まで下がった場合は、臨
時特例措置として簡易な手続きにより、国民年
金保険料免除（猶予）および学生納付特例申請
ができます。
▶ 国民年金保険料免除（猶予）
対 �次の全てに該当する人
①�２月以降に、新型コロナウイルス感染症の影響

で業務が失われた等により収入が減少した人
②�２月以降の所得の状況からみて、当年中の所

得見込額が、国民年金保険料免除基準相当に
なると見込まれる人

対象となる期間＝２～６月分（７月以降は、改
めて申請が必要です）
必要書類＝申請書、所得の申立書
▶ 学生納付特例
対 �次の全てに該当する人
①�２月以降に、新型コロナウイルス感染症の影響に

よりアルバイト等の収入が減少した人
②�２月以降の所得の状況からみて、当年中の所

得見込額が、学生納付特例基準相当になると
見込まれる人

申請の対象となる期間＝令和２年２～３月分（令
和元年度分）、令和２年４月～令和３年３月分（令
和 2 年度分）
必要書類＝申請書（学生証写しを添付）、所得の
申立書
▶ 共通事項
申 �申請書等は、日本年金機構ホームペー

ジからダウンロードできます。申請書に
必要事項を記入し、新発田年金事務所、
市役所１階健康推進課国保年金係または各支所に
提出してください。　※新型コロナウイルス感染
症の感染防止の観点から、郵送での提出をお願い
します。

問 �新発田年金事務所（〒 957-0017 新発田市新
富町 1 丁目 1‐24）　☎ 0254‐23‐2120、
健康推進課 国保年金係　☎ 62‐2510（内線
2183）

 国民年金保険料免除（猶予）・学生納付特例〔臨時特例〕

 �国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者へ
の傷病手当金の支給

対 �新型コロナウイルス感染症に感染または感染が疑われ、4日
以上療養し、その期間中給与の支払いが受けられなかった人

支給額＝日給相当額（直近 3 か月平均）の 3 分の 2 ×療
養日数（初日から 3 日間を除く）
申 �申請方法などの詳細は、市ホー

ムページで確認するか、問い
合わせてください。

問 �国民健康保険について…健康
推進課 国保年金係　☎ 62‐
2510（内線 2182）

　 �後期高齢者医療保険料について…健康推進課 後期高齢
係　☎ 62‐2510（内線 2180）、新潟県後期高齢者医療
広域連合 業務課　☎ 025‐285‐3222

▶�国民健康保険
　加入者はこちら

▶�後期高齢者医
療制度加入者
はこちら
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　1. 事業者相談窓口を設置しています

　国の緊急経済対策に呼応し、市内事業者が国等の支援制度を活用
するための、「事業者相談窓口」を設置しています。
　窓口では各種支援策やその受付窓口等について紹介するととも
に、影響等について聞き取りを行います。
　コロナウイルス感染拡大防止のため、原則として、電話、FAX、メー
ルで商工観光課 商工振興係まで問い合わせてください。

　雇用調整助成金の申請に要する社会保険労務士への手数料を補助します。
対 �旅館・飲食店・タクシー業者または従業員 10 人未満の事業者　

※新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例措置を受ける場合のみ
補助対象期間＝ 4 月 1 日～ 6 月 30 日

補助金額＝ 1 社当たり 1 回限り 上限20万円（補助率 10/10）

　雇用調整助成金の支給要件に該当する事業者に対し、補助対象期
間（4 月 1 日～ 6 月 30 日）に係る国の助成対象とならない部分を
上乗せ補助します。
対 �旅館・飲食店・タクシー業者または従業員 10 人未満の事業者で

解雇等を行わないもの　※新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う特例措置を受ける場合のみ

補助金額＝ 1 社当たり 上限75万円

　賃貸物件において事業を営む者に対し、補助対象期間（4 月 1 日
～ 5 月 31 日）に係る賃借料の一部を補助します。
対 �旅館・飲食店・タクシー業者または従業員 10 人未満の事業者　

※売上高が前年同月比で 50％以上減少している者に限る

補助金額＝ 1 社当たり 上限10万円 / 月（補助率 1/4）

問い合わせ

阿賀野市役所 産業建設部 商工観光課 商工振興係
☎ 61‐2479　Ⓕ 61‐2037

 syokokanko@city.agano.niigata.jp

どんな制度が
活用できるか
知りたい人

雇用調整助成金を活用
したいが、手続きが煩雑、
手数料が高いと感じる人

雇用調整助成金を活用
したいが、自己負担額
が大きいと感じる人

売り上げが減少する中
家賃等の、固定費は変
わらずに負担している人

　2. 雇用調整助成金の申請費用を補助します 受付期限＝8月31日（月）

　3. 雇用調整助成金の上乗せ補助をします 受付期限＝8月31日（月）

　4. 店舗等の賃借料の一部を助成します 受付期限＝8月31日（月）

 社会保険労務士による無料窓口相談会 
�　市内 4 商工会では、国の雇用調整助成金に関する相談をはじめ、働き方改革による労務全般に
関する課題（不安、悩み等）の解決に向け、社会保険労務士による無料相談会を開催します。
　相談会の申し込み・問い合わせは、会場となる各商工会へ直接行ってください。

日にち 時　間

06 月 19 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

07 月 17 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

08 月 21 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

09 月 18 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

10 月 16 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

11 月 20 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

12 月 18 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

01 月 15 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

02 月 19 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

03 月 19 日（金） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

 安田商工会（保田 3726-7） ☎ 68-2208
日にち 時　間

06 月 11 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

07 月 09 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

08 月 06 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

09 月 10 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

10 月 08 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

11 月 12 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

12 月 10 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

01 月 14 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

02 月 04 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

03 月 11 日（木） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

 京ヶ瀬商工会（姥ヶ橋660-5） ☎ 67-2743

日にち 時　間

06 月 10 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

07 月 08 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

08 月 12 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

09 月 09 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

10 月 14 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

11 月 11 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

12 月 09 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

01 月 13 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

02 月 10 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

03 月 10 日（水） 午後1時 30 分 ~ 午後 3時 30 分

 水原商工会（中央町 2-12-5） ☎ 62-2047
日にち 時　間

06 月 16 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

07 月 21 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

08 月 18 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

09 月 15 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

10 月 20 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

11 月 17 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

12 月 15 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

01 月 19 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

02 月 16 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

03 月 16 日（火） 午前10時 00 分 ~ 昼12時 00 分

 笹神商工会（山崎 379） ☎ 62-4563

　新潟働き方改革推進支援センターでは、社会保
険労務士等の専門家が、労務に関する課題の解決
に向けて、無償訪問・サポートを行っています。

~  専門家の出張相談を活用しませんか？  ~

新潟働き方改革推進支援センター

☎ 0120-009-229

新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者の皆さんへ

事業者支援制度のご案内
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洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
洪
水
に
よ
り

想
定
さ
れ
る
浸
水
範
囲
や
浸
水
深
、
避
難
所
な

ど
を
示
し
、
水
害
時
の
避
難
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
に
新
し
い
「
阿
賀
野
川

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
各
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
千
年
に
１
回
程

度
の
確
率
で
降
る
大
雨
（
48
時
間
の
総
雨
量
が

３
８
２
㎜
）
に
よ
り
阿
賀
野
川
が
氾
濫
し
た
場

合
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　

近
年
の
水
害
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示

さ
れ
た
浸
水
範
囲
と
実
際
の
浸
水
範
囲
が
ほ
ぼ

同
じ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
集
中
豪
雨
（
梅
雨
）
や
台
風
に
よ
り

河
川
が
増
水
し
、
洪
水
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。
左
記
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

出
水
期
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

ハザードマップで確認する
5 つのポイント

①住んでいる場所の確認
　自分の住んでいる場所の位置を確認
してください。
②想定浸水範囲・浸水深の確認
　①で確認した場所が何色に染まって
いるか確認してください。想定される
浸水深によって、色が変わっています。
③避難所の確認
　住んでいる場所の近くにある避難所
を確認してください。なお、災害の規模に
よって開設する避難所は異なります。
市からの情報を確認してください。
　※�浸水範囲にある避難所は、水害時
には使えない場合があります。

④自宅からの避難ルートの確認
　自宅から避難所までの避難ルートを
確認してください。避難ルートは安全
で避難しやすい道を選びましょう。
⑤家族での話し合い
　①～④の内容について、家族で話し合い、
災害時の行動を確認してください。

■この記事に関する問い合わせ　危機管理課 危機管理係　☎ 62‐2510（内線 2233）

阿賀野川洪水ハザードマップは、市全域版（表面）、各地区版（安
田地区、京ヶ瀬・水原地区、笹神地区・裏面）で構成されています。
想定浸水範囲のほかに、土砂災害（特別）警戒区域についても
記載されています。
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● 

今
月
は

沢
口
で
す 

●

自
然
と
活
気
の
あ
る
地
域

　
沢
口
は
新
発
田
市
と
の
境
界
に

あ
る
山
の
麓
に
位
置
し
、
山
を
越

え
る
と
月
岡
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
山
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
、
戦

国
時
代
、
笹
岡
の
出
城
（
本
城
と

は
別
に
設
け
た
小
規
模
の
城
）
が

陣
を
取
っ
た
と
い
わ
れ
る「
陣
ケ
峰
」

と
い
う
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
が

あ
り
、
か
つ
て
は
子
ど
も
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
沢
口
と
い
う
地
名
は
、
ノ
ゲ
沢
、

中
の
沢
、
大
沢
、
女
堂
方
と
い
う

４
つ
の
沢
の
入
り
口
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
沢
口
の
世
帯
数
は
、
一
時
期
は

8
世
帯
ま
で
減
り
ま
し
た
が
、
昨

年
の
秋
に
は
子
ど
も
を
含
む
2
世

帯
が
増
え
て
10
世
帯
と
な
り
ま
し

た
。
小
さ
な
集
落
で
の
人
口
増
、

特
に
子
ど
も
の
数
が
増
え
た
こ
と

南

西

北

東

は
、
市
内
で
も
貴
重
な
例
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

集
落
な
ら
で
は
の
取
組
み

　
昨
年
は
、
裏
山
の
見
晴
ら
し
の

良
い
場
所
の
木
々
を
集
落
総
出
で

伐
採
し
、
み
ん
な
で
瓢
湖
の
花
火

大
会
を
見
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

　
集
落
の
田
ん
ぼ
の
耕
地
面
積
約

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、
７・５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
稲
と
、
隣
の
集
落
の

畑
の
エ
ゴ
マ
２・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

有
機
栽
培
を
実
施
し
て
お
り
、
消

費
者
や
学
生
を
招
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
農
業
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
数
年
前
か
ら
近
く
の

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
田
植
え
な

ど
を
実
施
し
、
生
き
物
と
と
も
に

自
然
を
楽
し
む
体
験
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
自
然
が
豊
か
な
一
方
で
、

数
年
前
か
ら
サ
ル
の
出
没
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
度
重
な

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
沢
沿
い
の
川
が

氾
濫
し
、
小
規
模
な
崖
崩
れ
や
水

害
が
発
生
し
て
お
り
、
国
の
補
助

事
業
で
山
沿
い
の
川
の
改
修
と
、

獣
害
の
緩
衝
整
備
を
や
ろ
う
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
春
先
に
は
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の

卵
塊
、
夏
に
は
蛍
、
秋
に
は
赤
ト

ン
ボ
が
生
息
す
る
、
美
し
い
こ
の

里
山
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
石
塚
美
津
夫
さ
ん
）

■世帯数	 10
■人　口	 29

（5 月 1 日現在）

笹神支所の北東約2.5km
に位置し、上一分・下一
分自治会などと隣接する。

保育園児たちとの田植え（令和元年 5 月）

沢 口

●�

間
違
い
探
し
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！　
（
10
代
・
女
性
）

�

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
早

く
終
息
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
か

か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。　
（
70
代
・
女
性
）

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防

止
の
た
め
に
は
、一
人
一
人
の
意

識
が
大
切
で
す
ね
。気
を
抜
か
ず
、

対
策
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

市
長
へ
の
便
り
の
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
で
す
が
、
私
も
カ
レ

ン
ダ
ー
形
式
が
い
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
縦
横
た
ど
っ

て
日
に
ち
を
見
る
の
も
大
変

で
す
し
、
不
便
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

広
報
あ
が
の
は
と
て
も
見

や
す
い
紙
面
だ
と
思
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
世
の
中
に
閉
塞
感

が
漂
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
負
け
な
い
よ
う
な
楽
し
く

明
る
い
記
事
に
今
後
も
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
男
性
）

☆�

か
わ
い
い
子
ど
も
の
笑
顔
や
ペ
ッ

ト
の
様
子
、お
す
す
め
の
本
な
ど
、

楽
し
い
情
報
も
絶
賛
発
信
中
で

す
！
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

市
長
の
心
の
道
の
フ
ァ
ン
の

一
人
で
す
。
不
要
不
急
の
外

出
自
粛
、
高
齢
者
は
計
画
的

に
守
れ
る
け
ど
、
小
・
中
学

校
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ

と
と
は
い
え
、
不
安
に
な
っ

て
き
ま
す
。　
（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

5
月
号
の
表
紙
の
保
育
教
諭

の
方
と
子
ど
も
の
楽
し
そ
う

な
顔
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
女
性
）

☆��

市
内
に
は
各
分
野
で
活
躍
す
る

若
者
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
若
者
の
笑
顔
は
、
見
る
人

に
も
元
気
を
く
れ
ま
す
ね
。

①�鶏肉は一口大に平べったく切
る。ビニール袋に入れ、酒を加
えてもみ込み、20 分以上おく。

②�鶏肉全体に片栗粉が行き届くよ
うに入れ、シャカシャカ振る。

③�油を熱したフライパンに鶏肉を入
れ、ふたをして蒸し焼きにする。
焼き色がついたらひっくり返す。

④�両面が焼けたらケチャップとオイスターソースを入れて絡
める。最後にしょうゆを回し入れ、焦げないように混ぜる。

⑤皿に盛り、パセリを散らす。
⑥�付け合わせに、小房にして塩ゆでしたブロッコリーとオレ

ンジ 1/8 個を添える。

クックパッド　阿賀野市 検索

鶏肉のケチャップ風味（139kcal　塩分 0.8g）

お弁当にもぴったりのメニューです！

付
け
合
わ
せ

わくわくクッキングわくわくクッキング 
【材料】（4 人分）

鶏むね肉 240 ｇ
酒 大さじ 2
片栗粉 大さじ 1 強
サラダ油 大さじ 1
ケチャップ 大さじ 1 強
オイスターソース 小さじ 1
しょうゆ 小さじ 2
パセリ（ドライ） 少々
ブロッコリー 1/2 株
オレンジ 1/8 個

６月は「食育月間」です！
家族で一緒に「食」を

楽しむ時間をつくりましょう！
vol.2

　毎年 6 月は食育月間です。
　この機会に、家族みんなで食べること「食育」を考えてみ
ませんか？

＜家庭の食卓でできる食育＞
　食育というと難しそうですが、普段の生活の中で簡単に取
り入れられます。
■ 一緒にご飯を食べる
　�　子どもは大人と一緒に食事をすることで食事マナーなどの食

生活の基礎を学びます。また、一人で食べるより誰かと一緒に食
べる食事は楽しく、食欲も増え、食べる食材の数も多くなるとい
われています。家族みんなで食卓を囲む時間をつくりましょう。
■ 家族でバランスを考えた献立を考える
　�　主食・主菜・副菜をそろえたバランス食を食べましょう。

家族みんなで意見を出し合い、メニューを考えてみませんか？
■ 地元の食材を使って料理を作る
　�　旬で美味しい地元の食材を使ってみましょう。地域で昔

から食べられている「郷土料理」を作るのもいいですね。
■ 子どもと一緒に料理をする
　�　子どもにとって台所での手伝いは、おままごとの延長のような楽しい時間です。自分が食べてい

る料理はどんな食材からできているのかを知り、できた料理を家族が「おいしいね」と言って食べ
てくれる、全てが楽しい食育の時間になります。
■ みんなで「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする
　�　家族がそろって食卓に座り、みんなで「いただきます」「ごちそうさま」を大きな声で言いましょう。

食育を進めるための「食育メッセージ」
● 朝ごはん！あなたの体の目覚まし時計
● よくかんで みんなで食べるとおいしいね
● �地産地消 阿賀野の恵み 米・大豆・牛乳・野菜
● 伝えよう旬！親から子どもに我が家の味
● 作ってますか？食べてますか？郷土料理
● 持ち歩こう エコバック
● もったいない 上手に料理 ごみ減量
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★�トレーニング動画をアップしたっちょ

　NPO 法人阿賀野市総合型クラブさんの協力
で作成した「お家で楽しめるトレーニング動
画」を阿賀野市役所広報広聴係の YouTube
チャンネルにアップしたっちょ。
　ラジオ体操やリズムトレーニングなど、お
家で簡単にできる動画が 4 種類あるから、み
んなも、ごずっちょと一緒にトレーニングし
てみるっちょ！

★�新型コロナウイルス感染防止啓発
ポスターを作成したっちょ

　新型コロナウイルス感染防止
を目的に、啓発ポスターを作成
したっちょ。
　市ホームページから無料でダ
ウンロードできるから、会社や
集会所など、人の集まる場所へ
の掲示などに活用してね。

ごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします

ごずっちょ通信№96 ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページ
でも見れるっちょ。

【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 秘書広報広聴係　☎ 61-2502

ごずっちょ 検索

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！○に当てはまる文字や数字を答えてください。

問題 1：新型コロナウイルス感染
防止のため、「新しい○○○○」
を徹底しましょう。

☆応募の方法など☆

①クイズの答え、②広報紙や市政への意見、③
郵便番号・住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番号
を記入し、はがきや電子メール、ＦＡＸで 6月
17日（水）必着で応募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※�正解者の中から抽選で5人にごずっちょグッ
ズをプレゼントします。発表は、賞品の発送
をもって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
瓦文鎮

☆ 5 月号の正解は次のとおりです。☆

問題 2：○○○バイパスが開通す
ると新潟～安田間が約11分短縮！

を
読みつくせ！

紙面

　草はらで何をしますか？　走っ
たり跳んだり転がったりお弁当を
食べたりと、楽しいことがいっぱ
いありますよね？
　ところが、虫や動物の身になる
と、少し景色が違うようです。こ
の絵本は、草はらの生き物が、感
じたり見えたりする事を描いており、視点を変
えると見えてくる違う世界を疑似体験できます。
外に遊びに行けないときでも、実際に草はらに
いる気分になれます。さあ、絵本を開いて緑の
世界へ出掛けましょう！
※�この絵本は、市立図書館・水原中学校市民図

書室にあります。

絵本『 しばふって、いいな！ 』
レオーネ・アデルソン　文、ロジャー・デュボアザン　絵

こみや　ゆう　訳（瑞雲舎）

 今月の本 この本だいすき！

図書施設休館（室）日
《市立図書館》 《水原中学校市民図書室》

 が休館（室）日です。

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 ☆ ☆ ☆ ☆
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 ☆ ☆ ☆ ☆
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

　僕の名前は「マック」。ラブラドールレトリーバー
の男の子だよ。ボール遊びが大好きなアウトドア派で、
毎日、ご主人と一緒に田んぼの様子を見に行くんだ。
　一方、ブラッシング大好きな「チョコ」ちゃんはイ
ンドア派。このおうちに来て以来、家から出たことが
なかったんだけど、この前初めて外に出たんだ！でも、
初めて体験する外の世界にびっくりして固まっちゃっ
たみたい。いつかは一緒に散歩に行けるかなー？

見尾田正行さん（保田）宅の
「マック」くん（左）、「チョコ」ちゃん（右）

　「ヒナぷー」は さいきん ねがえりを たくさん
するんだ。じょうずに ゴロンできるんだよ。つ
ぎは ハイハイめざして れんしゅうちゅう！
　パパは たのしいことを たくさんしてくれるん
だよ。かたぐるまを してくれたり いっしょに お
ふろにはいったり。おふろのなかで パパが あた
しの かみのけを モヒカンの かたちに したりす
るから ママといっしょに わらっちゃうんだ！

中島 陽
ひ な

夏ちゃん（8 か月）
緑町（パパ真也さん・ママ久美子さん）

に

　小さなころに家をなくし、ひと
りぼっちで生きてきたネズミの女
の子、モナ。嵐やオオカミの危険
から逃れようと川に落ち、たどり
着いたのは巨木の中にあるハート
ウッドホテル。両親の形見のカバ
ンにあるのと同じハートのマーク
のドアをあけると、そこは…。
　大勢の動物たちとの新しい世界でひたむきに
がんばるモナを、思わず応援したくなってしま
います。シリーズは全部で 4 冊。かわいい挿絵
とともにお楽しみください。
※�この本は、市立図書館・水原中学校市民図書

室にあります。

児童書『ハートウッドホテル　１
ねずみのモナと秘密のドア』
ケイリー・ジョージ　作　（童心社）

�阿賀野市役所広報広聴係の
YouTube チャンネルはこちら

ポスターのダウン
ロードはこちら
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催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

募 

　
集 

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

◎
上
級
試
験
（
大
学
卒
程
度
）

職
種
＝
①
一
般
行
政
職
、
②
建

築
、
③
土
木
、
④
電
気　
受
験
資

格
＝
平
成
3
年
4
月
2
日
～
平

成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人　

採
用
予
定
人
数
＝
①

若
干
人
、
②
～
④ 

各
１
人
程
度

◎
資
格
免
許
職

職
種
＝
保
健
師　
受
験
資
格
＝
平

成
3
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
、保
健
師
資
格
を
有
す
る
人（
令

和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）　
採
用

予
定
人
数
＝
1
人
程
度

◎
共
通
事
項

採
用
予
定
日
＝
令
和
3
年
4
月

1
日　

日
・
場
1
次
試
験
…
7

月
12
日
（
日
）
／
水
原
公
民
館
、

2
次
試
験
…
8
月
下
旬
／
水
原

公
民
館　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
で
試
験

の
実
施
を
変
更
ま
た
は
延
期
す

る
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
適
宜
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。　

申
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
写
真
（
上
半
身
正
面
、

無
帽
、
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）
1

枚
を
貼
り
、
他
に
2
枚
（
裏
面

に
氏
名
を
記
載
）
を
添
付
し
て
、

市
役
所
2
階
総
務
課
に
持
参
ま

た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
郵
送
の
場
合
、
封
筒

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
在

中
」
と
朱
書
き
し
、
書
留
等
の

確
実
な
方
法
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。　

※
受
験
申
込
書
や
試
験

案
内
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

郵
送
に
よ
り
受
験
申
込
書
等
を

請
求
す
る
場
合
は
、
任
意
の
用

紙
に
住
所
・
氏
名
・
受
験
申
込

書
（
希
望
の
職
種
を
記
載
）
を

請
求
す
る
旨
を
記
載
し
、
返
信

用
角
形
2
号
封
筒
（
宛
先
を
記

載
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
も
の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。　

受
付
期
間
＝
6
月
1
日

（
月
）
～
12
日
（
金
）　

※
郵
送

の
場
合
は
締
切
日
ま
で
の
消
印

有
効　

受
付
時
間
＝
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
・

日
曜
を
除
く
）　

問
総
務
課 

人

事
係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内

線
２
２
８
３
）
〒
９
５
９
‐

２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

都
市
計
画
審
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す

　

都
市
計
画
審
議
会
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
き
、
市
が
定
め

る
各
種
の
都
市
計
画
に
関
す
る

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
・

審
議
す
る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

今
回
、
任
期
満
了
に
伴
い
、

市
民
代
表
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

内
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
年
に

数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

し
、
審
議
す
る
。　

任
期
＝
令

和
2
年
7
月
1
日
～
令
和
4
年

6
月
30
日　

公
募
人
数
＝
５
人

公
募
期
間
＝
6
月
5
日
（
金
）

～
25
日
（
木
）　
対
市
内
在
住
の

20
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）で
、

平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に

出
席
で
き
る
人　

選
考
方
法
＝

書
類
審
査
（
市
の
都
市
計
画
審

議
会
公
募
委
員
選
考
要
領
に
よ

り
決
定
し
、
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知
）　
報
酬
＝
１
回
の
会

議
出
席
に
つ
き
４
千
円　

申
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

市
役
所
３
階
建
設
課
ま
で
持
参
、

ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
建
設
課
窓
口

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。　
問
建
設
課 

都
市
計
画
建

築
係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内

線
２
３
２
２
）

子
育
て・教
育

Parenting･ Education

児
童
手
当
等
を

振
り
込
み
ま
す

　

2
～
5
月
分
（
4
か
月
分
）

の
児
童
手
当
を
受
給
者
の
指
定

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
を
振
り
込
み
ま
す

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万

円
を
児
童
手
当
と
同
時
に
振
り

込
み
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

振
込
日
＝
6
月
12
日
（
金
）

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

☎
62
‐
２
５
１
０（
内
線
２
１
５
2
）

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日

の
状
況
を
把
握
し
、
6
月
分
以

降
の
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
場
合
、受
給
権
が
あ
っ

て
も
、
6
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
（
6
月
30
日
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
＝
現
況
届
（
該
当
者

に
5
月
末
日
付
け
で
郵
送
済
）、

児
童
手
当
受
給
者
（
児
童
手
当

が
振
り
込
ま
れ
て
い
る
人
）
の

保
険
証
の
写
し　

※
そ
の
他
、

必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類

が
あ
り
ま
す（
通
知
文
に
記
載
）。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

☎
62
‐
２
５
１
０（
内
線
２
１
５
2
）

催
　
　
し

第
46
回
水
原
ま
つ
り
を

中
止
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
水
原
ま
つ

り
は
、
瓢
湖
大
花
火
大
会
を
含

む
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し

ま
す
。

日
8
月
24
日
（
月
）、25
日
（
火
）

問
商
工
観
光
課 

観
光
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
３
４
３
）

絵
手
紙
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
絵
手
紙
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
6
月
16
日
（
火
）
午
後
1
時

～　

場
お
ん
こ
茶
屋
「
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
」　
対
小
学
生
以
上　

￥
２
０
０
円（
教
材
費
）　
持
絵
具
、

筆
（
貸
し
出
し
あ
り
）　
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　
中
村

☎
62
‐
７
０
３
８

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
市
島
春
城
の
随

筆
を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
6
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午　
場
天
朝
山
交
流
の
家

￥
２
０
０
円
（
資
料
代
）　

内
「
幼
時
見
た
前
原
と
奥
平
」

パ
ー
ト
2　

問
中
村　

☎
62
‐

７
０
３
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
2
年
5
月
25
日
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

◆
廃
止
後
の
通
知
カ
ー
ド
の
取

り
扱
い

　

廃
止
に
よ
り
、
次
の
事
務
は

行
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

・�

紛
失
や
盗
難
等
に
よ
る
再
交

付
申
請

・�

住
所
や
名
前
変
更
に
伴
う
通
知

カ
ー
ド
の
記
載
事
項
の
変
更

※�

通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た

住
所
・
氏
名
等
が
住
民
票
の

も
の
と
一
致
し
て
い
れ
ば
、

引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
通
知
カ
ー
ド
廃
止
後
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
確
認
方
法
（
通
知
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
）

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
ま
た
は
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
を
取
得
す
る
。

※�
1
通
３
０
０
円
の
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
を
取
得
す
る
。

※�

初
回
交
付
に
限
り
、
無
料
で

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
か
ら
取
得
ま
で
１
か
月

半
～
2
か
月
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
通
知
カ
ー
ド
廃
止
後
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
方
法

　

出
生
な
ど
で
新
た
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
付
番
さ
れ
る
場
合
は
、
個

人
番
号
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
番
号
通
知
書
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書

類
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
民
生
活
課 

市
民
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
０
１)

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学 校 教 育 課  ☎ 62‐2790
生 涯 学 習 課  ☎ 62‐5322
農 業 委 員 会  ☎ 62‐2420
笹 神 体 育 館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ
主　
要　
連　
絡　
先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参してく
ださい。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
掲
載
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
例
年
実
施
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延
期

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報

は
、
問
い
合
わ
せ

先
に
確
認
す
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

手
続
き・制
度

Procedure･ System

問マイナンバー通知カード
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シ
ャ
キ
！
い
き
！

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

　

市
運
動
普
及
員
会
で
は
、
あ

が
の
シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
コ
ー
ス
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
歩
き
ま
す
。

◎�

詩
の
杜
や
ま
び
こ
通
り
コ
ー
ス

（
砂
郷
沢
第
２
駐
車
場
～
見
晴

展
望
台 

往
復
約
４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）

日
7
月
5
日
（
日
）
午
前
8
時

50
分
集
合　

※
雨
天
中
止

場
砂
郷
沢
第
２
駐
車
場
集
合　

定
20
人　
持
動
き
や
す
い
服
装
・

靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具

（
荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入

れ
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
）　

他
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
参
加
く

だ
さ
い
。
体
調
等
に
不
安
が
あ

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。　

申
・
問
市
運
動
普
及
員
会
事
務

局
（
健
康
推
進
課
内
）　

☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
６
２
１
）　

申
込
期
限
＝
7
月
1
日
（
水
）

県
立
新
発
田
病
院
の

乳
が
ん
診
療
に
つ
い
て

　

新
発
田
病
院
に
は
、
乳
が
ん

専
門
医
が
常
勤
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
迅
速
な
診
断
、
治
療

の
た
め
、
乳
房
の
し
こ
り
な
ど

症
状
の
あ
る
人
は
、
紹
介
状
が

な
く
て
も
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
電
話
で
予
約
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
＝
午
後
1
時
～

3
時　

問
新
発
田
病
院
（
新
発

田
市
本
町
1
丁
目
2
‐
8
）　
☎

０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
２
１

く
ら
し・相
談

Life･ Consultation

阿
賀
野
都
市
計
画
用
途
地
域

の
変
更
に
関
す
る
公
聴
会

　

市
で
は
、
人
口
減
少
や
社
会

経
済
情
勢
、
土
地
利
用
状
況
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
安
田
地
区

（
横
町
地
区
、
千
刈
西
地
区
）
の

用
途
地
域
変
更
（
地
域
内
の
建

築
制
限
基
準
の
変
更
）
を
行
う

予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
変
更
の
素
案

に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。

〈
公
聴
会
開
催
ま
で
の
流
れ
〉

①
素
案
の
縦
覧

　
6
月
1
日（
月
）～
12
日（
金
）

ま
で
、
市
役
所
3
階
建
設
課 

都

市
計
画
建
築
係
前
の
カ
ウ
ン
タ
ー

で
、
素
案
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②�

公
聴
会
で
の
意
見
の
申
し
出

資
格
＝
市
内
在
住
者　
申
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
の
要

旨
お
よ
び
そ
の
理
由
を
記
載
し

た
市
長
宛
の
書
面
（
様
式
任
意
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出

先
＝
〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住

所
不
要
）
阿
賀
野
市
建
設
課 

都

市
計
画
建
築
係　

申
出
期
限
＝

6
月
12
日
（
金
）
必
着

③
公
聴
会
へ
の
参
加

日
6
月
17
日
（
水
）
午
後
7
時

～
（
午
後
6
時
30
分
～
受
付
）
場

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
「
研

修
室
」　
他
傍
聴
を
希
望
す
る
人

は
、
定
員
が
あ
る
た
め
、
先
着

順
と
な
り
ま
す
。　

※
公
聴
会

で
の
意
見
の
申
し
出
が
な
く
公

聴
会
を
中
止
す
る
場
合
は
、
6

月
15
日
（
月
）
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　
問
建

設
課 

都
市
計
画
建
築
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
３
２
４
）

布
マ
ス
ク 

市
内
製
造
・

販
売
事
業
者
の
紹
介

　

市
内
で
布
マ
ス
ク
を
製
造
、

販
売
し
て
い
る
事
業
者
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

購
入
方
法
等
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
各
事
業
者
へ
直
接
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

事
業
者
募
集

　
布
マ
ス
ク
を
製
造
、
販
売
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
市
長

政
策
・
市
民
協
働
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

政

策
推
進
係　

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
２
２
２
１
）

日
本
赤
十
字
社
の

活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　

赤
十
字
は
、
人
間
の
命
と
健

康
、
尊
厳
を
守
る
た
め
、
海
外

で
の
紛
争
や
自
然
災
害
に
対
す

る
救
援
活
動
、
国
内
で
の
災
害

救
護
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
は
、
毎
年
自
治
会

な
ど
を
通
じ
て
皆
さ
ま
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
く
協
力
金
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
東
日
本
大
震
災
等
の

被
災
者
へ
の
支
援
や
、
災
害
に

備
え
た
救
援
物
資
の
備
蓄
・
医

療
チ
ー
ム
の
訓
練
な
ど
、
救
護

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
赤
十
字
活
動
資
金
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

協
力
金
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
日
本
赤
十
字
社　

阿
賀
野
市

地
区　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
社

会
福
祉
課
内
・
内
線
２
１
４
４
）

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

子
育
て・教
育

Parenting･ Education
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
・
金
曜
（
午
前
9
時

～
正
午
）
毎
週
水
曜
（
午
前
9

時
～
午
後
4
時
）、
夜
間
役
所

（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら

の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊

娠
届
出
書
と
そ
の
書
類
に
記
載

の
あ
る
必
要
書
類　

問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　
☎
62
‐
２
５
１
０

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
・
内
6
月
8
日
（
月
）
＝
「
お

は
な
し
会
（
共
通
メ
ニ
ュ
ー
）」

6
月
22
日
（
月
）
＝
「
た
な
ば

た
（
月
別
メ
ニ
ュ
ー
）」　

各
日
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ　

対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者　

持
保
育
に
必

要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な

人
は
、
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
お
や
つ
は
持
参
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。　

他
着
ら
れ
な
く

な
っ
た
子
ど
も
服
や
使
わ
な
く

な
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
提
供
し
て
く
だ
さ

い
。
７
月
の
花
ど
け
い
「
夏
祭

り
」
の
際
に
不
用
品
バ
ザ
ー
を

出
店
し
ま
す
。　

主
催
＝
子
育

て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

い
ち
ご

み
る
く　

問
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62

‐
５
５
８
１健

康・福
祉

H
ealth･ W

elfare

熱
中
症
に
な
り
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
た

　

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
熱
中

症
が
重
症
化
し
や
す
い
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

◎�

乳
幼
児
に
つ
い
て

　

身
長
が
低
く
、
地
面
に
近
い

位
置
に
い
る
子
ど
も
は
、
大
人

以
上
に
高
温
の
環
境
下
に
あ
り

ま
す
。
体
温
調
節
機
能
も
未
熟

な
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も

高
ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
良
く
観
察

し
、
顔
が
赤
く
、
た
く
さ
ん
汗

を
か
い
て
い
る
と
き
は
、
涼
し

い
場
所
で
水
分
を
補
給
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

◎�

高
齢
者
に
つ
い
て

　

歳
を
と
る
と
暑
さ
を
感
じ
に

く
く
な
り
、
衣
服
で
の
調
節
や

水
分
補
給
も
遅
れ
が
ち
で
す
。

体
温
調
節
機
能
も
低
下
す
る
た

め
、
室
内
で
も
熱
中
症
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
水
分
補
給
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
決
め
て
お
い
た
り
、

暑
さ
を
我
慢
せ
ず
ク
ー
ラ
ー
や

扇
風
機
を
使
用
し
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

◎
最
新
情
報
は
こ
ち
ら

環
境
省
熱
中
症
予

防
情
報
サ
イ
ト

（https://w
w

w
.

w
bgt.env.go.jp/

）

問
健
康
推
進
課 

成
人
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
３
２
）

６
月
１
日
（
月
）
か
ら

歯
周
病
節
目
検
診
・
後
期
高
齢
者

歯
科
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、
40
歳
・
50
歳
・
60

歳
・
70
歳
の
「
歯
周
病
節
目
検

診
」
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
76

歳
・
80
歳
の
「
後
期
高
齢
者
歯

科
健
診
」
を
市
内
契
約
歯
科
医

院
で
実
施
し
ま
す
（
対
象
は
令

和
3
年
4
月
1
日
現
在
の
年
齢

で
す
）。

　

対
象
者
に
は
、
５
月
中
旬
に

受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
人
は
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
健
康
推
進
課 

成
人
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
３
８
）

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

　日常会話でよく使う手話を毎月 1 単語ずつ紹介
します。
　手話を覚えて聴覚に障がいがある人とコミュニ
ケーションをとってみましょう。

「悲しい」
親指と人差し指の先をつけて目の下に当て、涙を流
すように少し左右に揺らしながら下げる
1 2
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く
ら
し・相
談

Life･ Consultation
五
頭
薬
用
植
物
園

園
開
き

　

園
内
の
遊
歩
道
に
は
、
約

２
５
０
種
類
の
薬
用
植
物
が
あ

り
、
植
物
名
の
プ
レ
ー
ト
を
見

な
が
ら
園
内
を
散
策
し
学
習
も

で
き
ま
す
。

　

近
く
に
は
、
五
頭
山
麓
い
こ

い
の
森
や
五
頭
温
泉
郷
、
五
頭

山
麓
う
ら
ら
の
森
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
や
友
達
で

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

来
園
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
と
２
ｍ
以
上
の
間
隔
を
開
け

て
の
散
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課 

観
光
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
３
４
５
）

有
害
鳥
類
を
捕
獲
し
ま
す

　
カ
ラ
ス
等
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
安
全
に
十
分
配

慮
し
た
上
で
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

日
6
月
6
日
（
土
）
～
7
月
31

日
（
金
）、
主
に
土
・
日
曜
、
祝

日
の
日
の
出
～
正
午　

場
阿
賀

野
市
全
域
（
瓢
湖
、
五
頭
連
峰
、

山
崎
鳥
獣
保
護
区
を
除
く
）　
捕

獲
対
象
＝
カ
ラ
ス
等
の
鳥
類　

問
農
林
課 

農
林
振
興
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
７
４
）

松
く
い
虫
航
空
防
除

（
空
中
散
布
）
を
実
施

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
か
ら
松

の
木
を
守
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

散
布
当
日
の
野
外
作
業
な
ど
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
散

布
当
日
か
ら
２
週
間
程
度
は
散
布

区
域
へ
の
入
山
や
山
菜
等
の
採
取

は
避
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
6
月
4
日
（
木
）
午
前
4
時
30

分
～
7
時
こ
ろ　
散
布
区
域
＝
笹

神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
周
辺
（
約

30
ヘ
ク
タ
ー
ル
）　
※
当
日
の
天
候・

気
象
条
件
等
に
よ
り
日
程
・
時
間

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

管

理
部　
☎
62
‐
１
７
８
０

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し

た
と
き
の
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

各
所
に
注
意
札
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

水
を
流
す
と
き
は
、
ス
ピ
ー

カ
ー
や
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
河
原
に
い
る
人
は
危

険
で
す
か
ら
、
す
ぐ
安
全
な
場

所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

次
の
と
き
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を

鳴
ら
し
ま
す

①
ダ
ム
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約

10
分
前
、
②
発
電
所
か
ら
初
め
て

水
を
流
す
約
10
分
前
、
③
発
電
所

の
出
力
を
増
や
し
、
水
を
多
く
流

す
と
き　
放
送
内
容
＝
「
こ
ち
ら

は
東
北
電
力
揚
川
ダ
ム
で
す
。
今

か
ら
川
の
水
が
急
に
増
え
ま
す
。

河
原
に
い
る
人
は
危
険
で
す
か

ら
、
す
ぐ
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」

◎�

次
の
と
き
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す

①
ダ
ム
の
放
流
量
が

毎
秒
１
５
０
０
㎥
に

達
し
た
と
き
、
②
ダ

ム
の
放
流
量
が
毎
秒

３
０
０
０
㎥
（
洪
水

量
）に
達
し
た
と
き
、

③
ダ
ム
の
放
流
量
が

洪
水
量
オ
ー
バ
ー

後
、
毎
秒
１
０
０
０

㎥
増
加
ご
と

警
報
内
容
＝
下
図
の

と
お
り
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
。

他
東
北
電
力
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
阿
賀
野
川

水
系
ダ
ム
情
報
」
で

検
索
）
か
ら
阿
賀
野
川
水
系
の

ダ
ム
の
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。 

問
阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所　

☎

０
２
４
１
‐
47
‐
２
０
０
６

電
波
の
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
「
不
法

無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る
電

波
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

の
受
信
障
害
や
、
消
防
・
救
急

な
ど
重
要
な
無
線
通
信
へ
の
混

信
・
妨
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
使
用
で
き
な
い
外

国
規
格
の
違
法
な
無
線
機
器（
技

適
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
な
い
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
）
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な
ど
に
よ

り
比
較
的
容
易
に
入
手
で
き
る

た
め
、
法
令
違
反
の
認
識
が
な

い
ま
ま
使
用
し
、
混
信
妨
害
の

原
因
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
電
波
の
良
好
な
利
用

環
境
を
守
る
た
め
、
不
法
無
線

局
を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波
に
関
す

る
こ
と
は
、
総
務
省
信
越
総
合

通
信
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害

お
よ
び
違
法
な
無
線
設
備
の
情

報
に
関
す
る
こ
と　

監
視
調

査
課　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐

９
９
７
６
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
こ
と　

受
信
障
害
対

策
官　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐

９
９
９
１
、
そ
の
他
情
報
通
信

の
行
政
相
談
に
関
す
る
こ
と　

総
合
通
信
相
談
所　

☎ 

０ 

２ 

６
‐
２
３
４
‐
９
９
６
１

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

庭
に
咲
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
花
…

　

大
麻
や
ケ
シ
の
栽
培
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
麻
や
ケ
シ
、
そ
の
疑
い
が

あ
る
も
の
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

新
発
田
保
健
所
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
新
発
田
地
域
振
興
局
医
薬
予

防
課
（
新
発
田
保
健
所
）

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
６
５
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

日
6
月
11
日
（
木
）、
7
月
9

日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
毎
月
第
2
木
曜
）　
場
福
祉

会
館
1
階
「
遊
戯
室
」　

対
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人　

内
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
紹
介
・
内

容
説
明　

問
（
公
社
）
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐

１
３
６
５

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
6
月
1
日
（
月
）
～

14
日
（
日
）
午
前
8
時
～
午
後

5
時　

爆
破
訓
練
＝
6
月
11
日

（
木
）
午
後
8
時
～
午
後
5
時

※�

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

航
空
自
衛
隊
新
潟
救
難
隊

落
下
傘
降
下
訓
練
に
伴
う

航
空
機
飛
行
の
お
知
ら
せ

日
6
月
9
日
（
火
）〔
予
備
日
6

月
10
日
（
水
）、
11
日
（
木
）〕

午
前
9
時
～
正
午　

場
千
唐
仁

お
よ
び
小
浮
の
地
先

※�

降
下
訓
練
に
よ
り
航
空
機
が
上

空
を
飛
行
し
ま
す
。
降
下
訓
練

場
所
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
航
空
自
衛
隊
新
潟
救
難
隊 

運

用
係　

☎
０
２
５
‐
２
７
３
‐

９
２
１
１

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

◎�大麻の特徴

・�春から夏にかけて生育
・�成長が早く、大きいものは草

丈が 3m にもなる
・�種子を付けた後はすぐ枯れる
・�良く成長した茎は太く、まっ

すぐに立ち、浅い縦筋がある

○�ケシ（ソムニフェルム種）
・�一重咲きの花は花びら 4 枚、八重咲

きの花もある
・�花の色は赤、桃、紫、白など
・�開花期の草丈は 100 ～ 160 ㎝

○�アツミゲシ（セティゲルム種）
・�花びら 4 枚、ソムニフェルム種より

小形
・�花の色はうす紫、赤など
・開花期の草丈は 50 ～ 100 ㎝

○�ハカマオニゲシ（ブラクテアツム種）
・�花びらは 4 ～ 6 枚
・�初夏に径 9 ～ 12cm の鮮やかな深

紅の花が咲く
・�草丈は 60 ～ 100 ㎝

◎�植えてはいけないケシの特徴

サイレン
■■■■

50 秒

サイレン
■■■■

50 秒

サイレン
■■■■

50 秒
10 秒
休み

10 秒
休み

（広 告）

サンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・迎車料金 無料  ・基本他料金有り

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦

（広 告）

　6 月は「いじめ見逃しゼロ強調月間」です。
　学校・家庭・地域が一緒になって子どもたちを
見守り、いじめを見逃さないようにしましょう。
問 学校教育課　☎ 62‐2790
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6 月の各種相談
　各種相談所および窓口は、いずれも相談無料で、秘密は固く守られます。一人で悩まず、ご相談くだ
さい。　※記載のないものは祝日実施はありません。

相談名 日時 内容・必要な物 場所 予約・問い合わせ

健
康
・
福
祉

高齢者
相談窓口

一般相談 月～金曜
9：00～ 17：00

相談員が高齢者とその
家族の相談に応じます。

新潟県高齢者総合相
談センター内（新潟
市中央区上所 2-2-2 
新潟ユニゾンプラザ
3階）

☎025-285-4165
（相談・予約）専門相談

要予約
1 日（月）、8日（月）、
15日（月）、22日（月）、
29日（月）

弁護士が法律相談に応
じます。

認知症
コールセンター

月～金曜
9：00～ 17：00

相談員が認知症の人とそ
の家族の相談に応じます。

☎025-281-2783
（相談）

保健師による
こころの健康相談 
要予約

毎週水曜
9：00～ 16：00
（第2・4水曜は予約不要 ）
※相談日以外も随時対応可

保健師がこころの健康に
関する相談に応じます。 水原保健センター

健康推進課 健康
づくり係
☎ 62-2510

子
育
て
・
教
育

教育相談 毎週水曜
9：00～ 16：30

教育相談員が教育上の
悩みやいじめなどの相
談に応じます。

教育センター（笹神支所内）
☎ 62-2790

育児相談
毎週月・金曜
9：00～ 12：00
毎週水曜
9：00～ 16：00

保健師・助産師・栄養
士が育児に関する相談
に応じます。

水原保健センター 健康推進課 子育
て係　☎62-2510

にこにこ
なんでも
相談

助産師 12日（金）、25日（木）
12：00～ 16：00 子どもの健康や発達の

ことなど、育児全般に
ついて相談に応じます。

あがの子育て支援センターにこにこ
☎ 62-5581

栄養士 12日（金）、25日（木）
13：30～ 16：00

そ
の
他

消費者相談

月～金曜
9：00～ 16：00

消費者生活相談員が、
消費生活問題の相談に
応じます。

市民生活課 相談係（内線 2104）

月～金曜
9：00～ 17：00
土曜（電話相談のみ）
10：00～ 16：30
※来所相談は 要予約

新潟県消費者生活セ
ンター（新潟市中央区
上所2-2-2 新潟ユニ
ゾンプラザ1階）

新潟県消費者生
活センター
☎ 0 2 5 - 2 8 5 -
4196

年金相談 要予約 17 日（水）
10：00～ 14：30

新発田年金事務所の職
員が相談に応じます。
予約時に氏名、住所、基
礎年金番号、電話番号、
希望の相談開始時間、相
談内容を伝えてください。

水原総合体育館1階
「ミーティングルーム」

予約＝新発田年金
事務所　☎0254-
23-2128
問い合わせ＝健康
推進課 国保年金
係　☎62-2510

弁護士による
「法律相談」 要予約

3 日（水）、17日（水）
13：30～ 16：30
（1人 30分）

専門業務に特化した相
談を受けることができ
ます。

市役所 1階「相談室」
市民生活課 相談
係　 ☎ 62-2510
（内線 2104）

女性のための
無料法律相談会

26日（金）
10：00～ 16：00

離婚、DV被害、セクハラ、
男女問題、性犯罪被害等、
幅広く女性に関する電話
相談に対応します。

新潟県弁護士会
☎ 0570-045533
（ナビダイヤル。
当日限り）

労働相談 月～金曜
8：30～ 17：15

残業代が支払われないな
ど労働条件の相談や働き
方改革に関する事業主か
らの相談に応じます。

新発田労働基準監督
署（新発田市日渡96） ☎0254-27-6680

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し・相
談

Life･ Consultation

夜
間
役
所

日
6
月
3
日
（
水
）、17
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
～
7
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課　

※
各

支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
の
更
新
手
続
き
、
記

載
事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、

口
座
振
替
手
続
き
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
等　

※
パ
ス
ポ
ー

ト
は
交
付
の
み
で
す
。　

問
市

民
生
活
課 

市
民
係　

☎
62
‐

２
５
１
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

給
付
金
関
連

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
話
料
無
料
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
給
付
金
等

に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
や
助
成
金
の
給
付
に

便
乗
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商

法
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
不
安
や
不
審
に

思
っ
た
場
合
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
‐
２
１
３
‐
１い

や

や
８
８

（
通
話
料
無
料
）

※�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

開
設
時
間
＝
毎
日
（
土
日
祝
日

含
む
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※�

午
後
4
時
～
6
時
ま
で
は
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
03

‐
３
４
４
６
‐
１
６
２
３
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生

活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
個
室
相
談
室
が
あ
り
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
は
、

消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.caa.go.jp/

）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係　

☎

62
‐
２
５
１
０
、
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６

♥持ち歩こう　エコバック
♥もったいない　上手に料理　ゴミ減量食育メッセージ

【人の動き】
●人口 41,669 人（－ 33）
　　男 20,206 人（－ 6）
　　女 21,463 人（－ 27）
・出生 17人　・死亡 47人　・転入100人　・転出103人
●世帯数 14,545（＋ 10）
　　令和 2年 5月 1日現在（　）は前月比（5月 1日～ 15日届出分、敬称略）

氏名 保護者名 誕生日 住所

清水　心
こ は る

陽 雄　介 4.27 金田町

後明　結
ゆ い と

翔 颯　人 4.28 久　保

鈴木　栞
か ん な

愛 智　浩 4.28 保　田

加藤　　結
ゆ い

謙　吾 5.1 藤　屋

中野帆
ほ

乃
の

佳
か

直　人 5.1 駒　林

本間江
え

梨
り

花
か

文　彦 5.4 下一分

荒木　結
ゆ

奈
な

佑　輔 5.9 金田町

荒木　莉
り

奈
な

佑　輔 5.9 金田町

氏名 年齢 死亡日 住所
齋藤　昭一 63 歳 5.1 寺　社

伊藤　ヒロ 85 歳 5.2 山口町 1

桑原　　哲 44 歳 5.2 保　田

齋藤　勝雄 78 歳 5.3 新　保

阿部　アキ 99 歳 5.3 保　田

塚野ハツエ 95 歳 5.3 分　田

加藤　正雄 84 歳 5.5 若葉町

瀬﨑　正子 85 歳 5.5 中島町

歌川　　智 83 歳 5.5 上飯塚

小菅　榮子 95 歳 5.6 福　井

田村　廣治 85 歳 5.8 折　居

山本みき子 75 歳 5.8 中央町 2

清田　清利 68 歳 5.8 小　島

田代サツ子 81 歳 5.9 城

圓山　トミ 95 歳 5.9 京ヶ島

井上伊佐男 68 歳 5.10 保　田

長井　久子 88 歳 5.11 分　田

落合　房子 82 歳 5.12 上江端

鈴木　芳晴 71 歳 5.14 分　田

荒澤　和博 52 歳 5.15 法柳新田

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談



エ
ー
ル

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
休
校
が
続
い
て
い
た
学
校
に
子
ど
も

た
ち
の
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
例
年
に
な
い
対
応
で
戸

惑
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
元
気
に
登
校

す
る
姿
を
見
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
は
一
時
に
比
べ
収
ま
り
を
見
せ

て
き
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

多
方
面
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
「
夏
の
甲
子
園
」

が
あ
り
ま
す
。
全
国
高
校
総
体
な

ど
が
中
止
に
な
り
、
想
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
は
い
え
「
春
の
選
抜
」

に
続
い
て
夏
も
中
止
に
な
っ
た
こ

と
で
た
め
息
が
出
る
思
い
で
す
。

　
夢
舞
台
を
目
指
し
練
習
を
重
ね

て
き
た
選
手
、
と
り
わ
け
３
年
生

に
と
っ
て
は
最
後
の
舞
台
、
さ
ぞ

か
し
悔
し
い
思
い
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は

無
駄
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
精
神
論
だ
け

で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
や
り
場
の
な
い
思

い
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
雲
は
わ
き 

光
あ
ふ
れ
て 

天
た
か
く 

純

白
の
球
き
ょ
う
ぞ
飛
ぶ 

若
人
よ 

い
ざ 

ま

な
じ
り
は 

歓
呼
に
こ
た
え 

い
さ
ぎ
よ
し

ほ
ほ
え
む
希
望 
あ
あ 
栄
冠
は 

君
に
輝
く
」

ご
存
じ
全
国
高
等
学
校
野
球
大
会
の
歌
で
す
。

作
曲
は
、今
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
エ
ー

ル
」
の
モ
デ
ル
古
関
裕
而
さ
ん
、
数
多
く
の

応
援
歌
や
、
行
進
曲
な
ど
の
曲
を
つ
く
り
、

現
在
も
こ
の
曲
を
は
じ
め
「
六
甲
お
ろ
し
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー
行
進
曲
」、「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ー
チ
」
な
ど
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
先
々
週
放
送
の
連
ド
ラ「
エ
ー
ル
」で
は
、

早
大
の
応
援
歌
「
紺
碧
の
空
」
が
つ
く
ら

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
場
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
の
番
組
「
あ

さ
イ
チ
」
で
は
、
担
当
す
る
近
江

友
里
恵
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
テ
レ

ビ
で
初
め
て
言
う
の
で
す
が
」
と

前
置
き
し
た
上
で
、「
私
、『
紺
碧

の
空
』
が
好
き
過
ぎ
て
早
大
に
入
っ

て
、
１
年
生
の
時
に
応
援
部
に
入
っ

た
ん
で
す
よ
。
練
習
が
厳
し
く
て
途

中
で
逃
げ
出
し
ま
し
た
が
…
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
…
」
と
告
白
し
苦
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

「
応
援
は
勝
敗
に
関
係
あ
る
の
か
」
と
自
問

す
る
応
援
団
長
の
言
葉
も
印
象
的
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
医
療
従
事
者
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
高
校
球
児
、
市
民
は

み
な
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
を
乗
り
越
え
、
一
日
も
早
く
元

の
日
常
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

田 

中 

清 

善

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
保
育
園
か
ら
登
園

を
自
粛
す
る
よ
う
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
園
か
ら
の
要
請
で
休
ん

で
い
る
の
に
、
保
育
料
を
全
額
負
担

す
る
の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
登
園
自
粛

要
請
に
伴
う
保
育
料
還
付

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
園
か
ら
の
登
園
自
粛
の
お
願
い
に

対
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
登
園
を
自

粛
さ
れ
た
方
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
、
４
月
８
日~

５
月
14

日
に
お
い
て
、
お
子
様
が
登
園
し
な

か
っ
た
日
の
保
育
料
を
、
日
割
り
計

算
に
よ
り
還
付
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

　
日
割
り
計
算
後
の
保
育
料
に
つ
い

て
は
、
お
子
様
が
登
園
し
な
か
っ
た

日
数
を
確
認
し
た
後
、
改
め
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
が
子
育
て
し

や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
専
用
は
が
き
（
切
手
不
要
）

　
次
の
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
…�

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

「
風
と
ぴ
あ
」、
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
、

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市
立

図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、水
原
公
民
館
、

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水
原
総

合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
市

長
の
部
屋
」に
入
力
フ
ォ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。

■�

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書
広

報
広
聴
係 

☎
61
‐
２
５
０
２

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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